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~蒋では臨床鏑期Ia鶏の接鍔に対して胸腔鏡itiこ手術を施行してい
る.鵜腔鏡下に行うリンパ節務撲では.拡大携が可能となるため，綴い
Jfl1管やリンパ管が援認しやすいという利点もあるが，関線手術と比較す
ると衛者の手またはスパー テル等が挿入できない為事結野の1i侵!が離し
いという欠点も挙げられる.コットン等による鶴野の巌鈎lこは探界があ
る為，我々 は先端が騒3cmの張状で艇部が籍状の鈎を作製した，この鈎
は小関隣室1から挿入可能で，小関線部;こi援状認を添わせて綿E室内;こ挿入
し鵜経内で邸転させて穏期する智この鋳を主気管支にかけ援際する事
により気管分岐下が十分に務請でき，また上緩鰯では上大静iまにかけ接
擬する事により，気管議部が十分に袋持でき}部対銀2番までの韓請が
可能となる‘剥離操作に溶いる器兵としては，血管絡で剥離しskeltoni-
zationを行うには潟刀が宥用と考え，鶏離と同時iこ1:1誌が可能なパイ
ポ}ラ}シザ}スをパイポー ラ}ソフト凝留が可能な電気メス装援に
接続して使用している.パイポ}ラー ソフト疑問iえ電圧をく200Vp
iこ制御し放箆を生じないようにし組織を畿合するため，高熱にならずに
比較的低滋(沸点を超えない温度〉で組畿を熱的に融合する炭化の少な
い議閣で.<2mmの静振を議鈎するのに遺した議議撃に割弱されてい
る，これらの器兵の穏期によち，緩犠韓議持の街野を接関し出盛を釘i
え無鹿複野を保ち， skeltonizationを心がけた郭清を行っており， Ia 
揺においては関脇手韓日こ遜色ない務清ができると考えている.
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